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1. 平成23年12月期第２四半期の連結業績（平成23年１月１日～平成23年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年12月期第２四半期 8 △71.4 △106 ― △109 ― △5,596 ―
22年12月期第２四半期 30 △13.0 △98 ― △106 ― △573 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年12月期第２四半期 △4.11 ―
22年12月期第２四半期 △0.42 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年12月期第２四半期 31 △163 △515.7 △0.12
22年12月期 5,496 5,393 98.1 3.96

(参考) 自己資本 23年12月期第２四半期 △163百万円 22年12月期 5,393百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年12月期 ― 0 .00 ― 0 .00 0 .00

23年12月期 ― 0 .00

23年12月期(予想) ― 0 .00 0 .00

3. 平成23年12月期の連結業績予想（平成23年1月1日～平成23年12月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19 △52.9 △182 ― △182 ― △5,593 ― △410.42

Finance55
FASF会員マーク



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信(添付資料）3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

4. その他（詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規―社 (     ―      )、除外―社 (     ―      )

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 有

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年12月期 2Ｑ 1,362,999,999株 22年12月期 1,362,999,999株

② 期末自己株式数 23年12月期 2Ｑ 82,214株 22年12月期 81,601株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年12月期 2Ｑ 1,362,917,880株 22年12月期 2Ｑ 1,362,921,190株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期連結累計期間（平成23年1月1日～平成23年6月30日）におけるわが国経済は、一部で企
業収益の改善が見られたものの、雇用不安や急激な円高の進行、株価の低迷、及び平成23年3月11日に
発生した東日本大震災による甚大な影響により、依然先行きが不透明な状況にあります。 
 世界経済におきましては、アジア経済は総じて拡大基調にあり堅調に推移いたしましたが、米国は雇
用情勢が厳しく本格的な景気回復には至らず、欧州は依然低迷しております。 
 このような状況下、平成23年5月31日付にて、香港高等裁判所により、当社の「その他の関係会社」
に該当するザ・グランデ・ホールディングズ・リミテッド（以下「グランデ」という。）の暫定清算人
が任命され、同社は事実上の倒産に至りました。当社は、グランデによる当社への経営支援体制の継続
等につき暫定清算人との協議を重ねておりましたが、平成23年6月23日付にて同清算人より、現時点で
は、今後の資金面での支援は困難であるとの回答を得ました。当社は、山水ブランドの商標権を所有・
管理するサンスイ・アコースティック・リサーチ・コーポレーションの発行済株式の全株をグランデよ
り担保として受領しておりますが、債権保全のため、担保権の行使に向けた準備に着手いたしました。
 これらの結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同期の30,015千円から
8,585千円（前年同期比71.4%減）、営業損失は前年同期の98,350千円から106,983千円（同8.8%増）、
経常損失は前年同期の106,221千円から109,958千円（同3.5%増）となりました。また、当社グループが
グランデ・グループに対し有する債権について取立不能又は取立遅延の恐れが生じたため特別損失とし
て貸倒引当金繰入額5,486,241千円を計上した結果、四半期純損失は、前年同期の573,985千円から
5,596,840千円（同875.1%増）となりました。 
  

1)資産の状況 
当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して5,464,863千円減少し、

31,738千円となりました。 
 流動資産につきましては、現金及び預金の減少6,035千円、未収入金の減少6,916千円、前払費
用の減少7,707千円等により、前連結会計年度末と比較して21,348千円減少し、23,526千円とな
りました。 
 固定資産につきましては、長期預け金の減少38,519千円、長期未収入金の減少4,953千円、貸
倒引当金の増加5,399,933千円等により、前連結会計年度末と比較して5,443,514千円減少し、
8,212千円となりました。 

2)負債の状況 
当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末と比較して92,805千円増加し、

195,427千円となりました。 
 流動負債につきましては、短期借入金の増加85,000千円、未払金の増加11,837千円、未払法人
税等の減少4,524千円等により、前連結会計年度末と比較して92,805千円増加し、195,427千円と
なりました。 

3)純資産の状況 
当第２四半期連結会計期間末の純資産は、四半期純損失5,596,840千円、為替換算調整勘定の増

加39,172千円等により、前連結会計年度末と比較して5,557,669千円減少し、163,689千円の債務
超過となりました。 

  
②連結キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年
度末と比較して6,035千円減少し、9,775千円となりました。 
  
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
 営業活動の結果減少した資金は、91,033千円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純損失
5,596,200千円、貸倒引当金の増加5,486,239千円によるものであります。 
  
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
 当第２四半期連結会計期間において、投資活動は行っておりません。 
  
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
 財務活動の結果増加した資金は、84,998千円となりました。これは主に、短期借入れによる収入
85,000千円によるものであります。 
  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

①資産、負債及び純資産の状況
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当第２四半期は当初計画の範囲内で推移しており、平成23年6月29日公表の連結業績予想に修正はあ
りません。 

  

該当事項ありません。 
  

①簡便な会計処理 
・固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定
する方法によっております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 
該当事項はありません。 

  

①会計処理基準に関する事項の変更 
1)「資産除去債務に関する会計基準等」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号  平成
20年3月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号
平成20年3月31日）を適用しております。 
 これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。 

  
2)「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年3
月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24
号 平成20年3月10日）を適用しております。 
 これによる経常利益及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。 

②表示方法の変更 
（四半期連結貸借対照表関係） 

前第２四半期連結会計期間において、流動資産の「その他」に含めていた「前払費用」及び「仮
払金」は、資産総額の100分の10を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記すること
としております。 

（四半期連結損益計算書関係） 
「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき、「財

務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令」（内閣府令第5号 平成21年3月24日）の適用に伴い、
当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損
失」の科目を表示しております。 

  

当社は、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象又はその
状況その他会社の経営に重要な影響を及ぼす事象が存在しております。 
 当社は、当第２四半期連結会計期間を含め、継続的に営業損失を計上しており、また、5,596,840千
円の四半期純損失を計上した結果、163,689千円の債務超過となっております。 
 当社は、ザ・グランデ・ホールディングズ・リミテッド及び同社グループの支援の下、事業規模の拡
大に向けた施策の検討を行うと共に、固定費の削減にも取組み、営業収支の改善に努めてまいりました
が、平成23年5月31日付にて、香港高等裁判所により、グランデの暫定清算人が任命され、同社は事実
上の倒産に至りました。これにより、当社グループが同社グループに対し有する債権について取立不能
又は取立遅延の恐れが生じたため、特別損失として貸倒引当金繰入額5,486,241千円を計上するに至り
ました。 
 また、当社は、グランデによる当社への経営支援体制の継続等につき暫定清算人との協議を重ねてお
りましたが、平成23年6月23日付にて同清算人より、現時点では今後の資金面での支援は困難であると
の回答を得ました。これにより、当社の運転資金調達は困難な状況となり、平成23年6月末日現在にお
いて、支払期日の過ぎた債務が発生いたしました。 
 当社は、グランデより、当社グループが同社グループに対し有する債権について担保を受領してお
り、債権保全のため担保権の行使に向けた準備に着手いたしておりますが、現時点においては、今後の
経営体制及び運転資金確保並びに担保権行使の見通し等の目処は立っておりません。 

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,775 15,810

受取手形及び売掛金 1,677 2,372

未収入金 2,290 9,207

前払費用 3,523 11,231

仮払金 6,263 6,256

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 23,526 44,874

固定資産

有形固定資産

工具、器具及び備品 640 640

減価償却累計額 △239 △133

工具、器具及び備品（純額） 400 506

有形固定資産合計 400 506

無形固定資産 0 0

投資その他の資産

投資有価証券 30 30

破産更生債権等 660 663

敷金及び保証金 6,671 6,671

長期預け金 4,379,844 4,418,364

長期未収入金 1,446,953 1,451,907

貸倒引当金 △5,826,348 △426,415

投資その他の資産合計 7,811 5,451,220

固定資産合計 8,212 5,451,727

資産合計 31,738 5,496,601

負債の部

流動負債

短期借入金 128,112 43,112

未払金 59,880 48,043

未払法人税等 6,640 11,164

預り金 792 299

その他 1 1

流動負債合計 195,427 102,621

負債合計 195,427 102,621
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,382,158 5,794,263

資本剰余金 18 3,900,018

利益剰余金 △3,115,872 △1,831,137

自己株式 △1,321 △1,319

株主資本合計 2,264,983 7,861,825

評価・換算差額等

為替換算調整勘定 △2,428,672 △2,467,845

評価・換算差額等合計 △2,428,672 △2,467,845

純資産合計 △163,689 5,393,980

負債純資産合計 31,738 5,496,601

山水電気㈱ (6793) 平成23年12月期 第2四半期決算短信

- 5 -



(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
至 平成23年６月30日)

売上高 30,015 8,585

売上原価 15,818 7,685

売上総利益 14,197 900

販売費及び一般管理費 112,548 107,884

営業損失（△） △98,350 △106,983

営業外収益

受取利息及び配当金 40 24

前期損益修正益 － 22

雑収入 436 12

営業外収益合計 477 60

営業外費用

支払利息 4,861 932

為替差損 2,915 1,952

固定資産除却損 6 －

雑損失 564 149

営業外費用合計 8,348 3,034

経常損失（△） △106,221 △109,958

特別損失

固定資産売却損 466,095 －

貸倒引当金繰入額 1,028 5,486,241

特別損失合計 467,123 5,486,241

税金等調整前四半期純損失（△） △573,345 △5,596,200

法人税、住民税及び事業税 640 640

法人税等合計 640 640

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △5,596,840

四半期純損失（△） △573,985 △5,596,840
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
至 平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △573,345 △5,596,200

減価償却費 2,072 105

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,604 5,486,239

為替差損益（△は益） － 1,952

受取利息及び受取配当金 △40 △24

支払利息 4,861 932

固定資産売却損益（△は益） 466,095 －

売上債権の増減額（△は増加） 514 695

たな卸資産の増減額（△は増加） 2 －

未収入金の増減額（△は増加） 9,773 2,886

その他 △68,320 13,635

小計 △165,991 △89,777

利息及び配当金の受取額 40 24

利息の支払額 △6,083 －

法人税等の支払額 △1,280 △1,280

営業活動によるキャッシュ・フロー △173,314 △91,033

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の売却による収入 377,820 －

敷金の回収による収入 62,625 －

敷金の差入による支出 △6,671 －

預け金の純減少額 199,584 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 633,358 －

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 － 85,000

短期借入金の返済による支出 △385,772 －

自己株式の取得による支出 △8 △1

自己株式の処分による収入 11 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △385,769 84,998

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 74,262 △6,035

現金及び現金同等物の期首残高 2,692 15,810

現金及び現金同等物の四半期末残高 76,954 9,775

山水電気㈱ (6793) 平成23年12月期 第2四半期決算短信

- 7 -



当社は、当第２四半期連結累計期間においても、前連結会計年度に引き続き、106,983千円の営業損
失を計上しており、また、5,596,840千円の四半期純損失を計上した結果、163,689千円の債務超過とな
っております。当該事象により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又はその
状況が存在しております。 
 四半期連結財務諸表提出会社である当社は、ザ・グランデ・ホールディングズ・リミテッド及び同社
グループの支援の下、事業規模の拡大に向けた施策の検討を行うと共に、固定費の削減にも取組み、営
業収支の改善に努めてまいりましたが、平成23年5月31日付にて、香港高等裁判所により、グランデの
暫定清算人が任命され、同社は事実上の倒産に至りました。これにより、当社グループが同社グループ
に対し有する債権について取立不能又は取立遅延の恐れが生じたため、特別損失として貸倒引当金繰入
額5,486,241千円を計上するに至りました。 
 また、当社は、グランデによる当社への経営支援体制の継続等につき暫定清算人との協議を重ねてお
りましたが、平成23年6月23日付にて同清算人より、現時点では今後の資金面での支援は困難であると
の回答を得ました。これにより、当社の運転資金調達は困難な状況となり、平成23年6月末日現在にお
いて、支払期日の過ぎた債務が発生いたしました。 
 当社は、グランデより、当社グループが同社グループに対し有する債権について担保を受領してお
り、債権保全のため担保権の行使に向けた準備に着手いたしておりますが、現時点においては、今後の
経営体制及び運転資金調達並びに担保権行使の見通し等の目処は立っていない状況にありますので、当
該対応を行った上でもなお継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 
 四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な不確実性の影響を
四半期連結財務諸表には反映しておりません。 
  

平成23年５月31日付にて、香港高等裁判所により、当社の「その他の関係会社」に該当するザ・グラ
ンデ・ホールディングズ・リミテッドの暫定清算人が任命され、同社は事実上の倒産に至りました。当
社グループはグランデの複数の子会社に対し債権を有しておりますが、グランデに生じた当該状況によ
り、当該債権について取立不能又は取立遅延のおそれが生じていると判断しました。    
このため、特別損失として貸倒引当金繰入額5,486,241千円を計上した結果、四半期純損失は

5,596,840千円となり、当第２四半期連結会計期間末における純資産は163,689千円の債務超過となりま
した。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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